
【ミズキ科ミズキ属】
　樹木ガイドブック
35ページを参照。

【ブナ科コナラ属】
　樹木ガイドブック
25ページを参照。

【ミツバウツギ科ミツバウツ
ギ属】
　落葉広葉樹の低木。小葉
が３枚でウツギに似た白い
花をつける。葉は対生で細
鋸歯。新芽や若葉は食用。

ミツバウツギ

【ブドウ科ブドウ属】
　樹木ガイドブック
53ページを参照。

ミヤマガマズミ

ヤマウルシ ヤマグワ ヤマブドウ

【ウルシ科ウルシ属】
　樹木ガイドブック
13ページを参照。

【クワ科クワ属】
　樹木ガイドブック
24ページを参照。

【ブナ科ブナ属】
　樹木ガイドブック
26ページを参照。

【ムクロジ科カエデ属】
　樹木ガイドブック
20ページを参照。

【モクレン科モクレン属】
　樹木ガイドブック
34ページを参照。

【マタタビ科マタタビ属】
　樹木ガイドブック
54ページを参照。

ミズキ ミズナラ

ムラサキシキブ

【レンプクソウ科ガマズミ属】
　樹木ガイドブック
44ページを参照。

【カバノキ科ハンノキ属】
　樹木ガイドブック
50ページを参照。

【マタタビ科マタタビ属】
　樹木ガイドブック
54ページを参照。

【シソ科ムラサキシキブ属】
　樹木ガイドブック
39ページを参照。

ミヤマハンノキ ミヤママタタビ

【ガリア科アオキ属】
　樹木ガイドブック
48ページを参照。

【ツゲ科フッキソウ属】
　樹木ガイドブック
47ページを参照。

ブナ ベニイタヤ

ホオノキ マタタビ

ヒメアオキ フッキソウ

高木 低木

つる
吉野山で見られる植物の紹介＜木本類＞

【タマバリタケ科エノキタケ
属】　枯れたエノキの根元に
よく発生することから。食卓
に並ぶエノキタケはおがくず
栽培され光を当てず低温で
育てるため白くて細長い。

【シシガシラ科ヒリュウシダ
属】
　はっきりした形の葉を密集
してつけるのでよく目立つ。
斜面方向に葉が垂れ下がる
様子を獅子の鬣に例えた。

【ヌメリガサ科オトメノカサ
属】
　名前から想像できるとお
り比較的小さいキノコ。傘の
色は乳白色。ぬめりは少なく
ヒダは粗い。可食である。

サルノコシカケ（科）

【チャセンシダ科チャセンシ
ダ属】
　常緑性のシダ植物。シダだ
が細長い単葉をつける。根
茎は短く葉が束のようにつ
く。「タニワタリ」より小型。

　「猿の腰掛」の名のとおり
樹木の幹に半月状の子実体
を生じる。子実体は一般に
硬く丈夫。制癌剤とされて
いたが効能はあまりない。

シシガシラ

シダ キノコ

コケ

オシダ

オトメノカサ

その他

【オシダ科オシダ属】
　夏緑性のシダ植物。和名は
雄大な草姿に由来。地下茎
は持たず根茎から放射状に
大型の葉を出す。葉柄は短
い。2回羽状複葉。

コタニワタリ

アシボソアミガサタケ イヌガンソク

【アミガサタケ科アミガサタ
ケ属】
　網目模様が特徴的な春の
キノコ。フランスでは春の食
材として楽しまれる（モリー
ユ）が生食は中毒を起こす。

【イワデンダ科コウヤワラビ
属】　夏緑性のシダ植物。胞
子葉が雁の足に似ているこ
とから。「クサソテツ」＝「雁
足」。冬に栄養葉は枯れても
胞子葉は残る。

エノキタケ

カワラタケ

【タマチョレイタケ科シロアミ
タケ属】
　白色腐朽菌のキノコ。多く
の子実体が屋根瓦上に重な
り群生する様からの和名。
肉質は硬い。食用には不適。

＜秀峰 駒ヶ岳＞

吉野山で見られる植物の紹介＜その他＞

「駒ヶ岳」は、森町・鹿部町・七飯町にまたがる標高１，１３１ｍの活火山で、渡島半島のランドマークにして大沼国定公園のシンボ

ルになっています。江戸時代には「内浦岳」と呼ばれ、現在は「蝦夷駒ヶ岳」「渡島駒ヶ岳」とも呼ばれています。

山頂部には、直径約２kmの火口原があり、西の「剣ケ峯」、北の「砂原岳」、南の「馬の背」「隅田盛」で囲まれます。

山麓には、堰止湖である大沼・小沼などの湖沼や湿地など豊かな自然環境が形成され、一帯は１９５８年（昭和３３年）７月１日に

大沼国定公園に指定されました。

七飯町の大沼方面から見ると、横に長く、なだらかで優美な印象ですが、森町方面や鹿部方面から見ると一変して荒々しい山

肌や傾斜が目につく激しい姿を見せます。

噴火活動は３～４万年前から行われてきたと考えられており、１６４０年（寛永１７年）の大噴火以降、断続的に噴火を繰り返し、

１９９８年（平成１０年）以降は火山活動の活発化により入山が禁止されてきました。

２０１０年（平成２２年）から、６～１０月の期間に限定して、赤井川登山道入口ゲートから「馬の背」地点までの登山が可能になっ

ています。

吉野山の麓から望む駒ヶ岳（２０１９年５月撮影）
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【コバノイシカグマ科ワラビ
属】
　シダ植物の一種。春の新芽
は広く食用とされるが山菜
の中でも特に灰汁が強い。
地下茎にデンプンを蓄える。

【スギゴケ科スギゴケ属】
　茎が直立する茎葉体のコ
ケ植物。葉の周りに並ぶ様
子がスギの枝に見えること
から。光合成は原糸体が行
うため地表が緑色になる。

フユノハラワラビナラタケ

マゴジャクシ

リョウメンシダ

【マンネンタケ科マンネンタ
ケ属】
　霊芝と呼ばれるマンネンタ
ケに近いキノコ。「小さな杓
子」の意で、傘の中心ではな
く縁に柄がつく。

【オシダ科カナワラビ属】
　和名は「両面羊歯」で葉の
表と裏の葉質が良く似てい
ることによる。常緑性の多
年生草本。胞子は葉緑体を
含むため緑色に見える。

ワラビ

【ハナヤスリ科ハナワラビ
属】
　ワラビの名がついている
が冬緑性のシダ植物。丸い
羽状複葉の栄養素と立ち上
がる胞子葉をもつ。

スギゴケ

【ヒカゲノカズラ科コスギラ
ン属】　常緑性のシダ植物。
地下茎はなく直立する茎か
らなる。茎も葉も硬い。葉は
細い楕円形、葉脈は主脈が１
本のみ。

ホソバトウゲシバ

【モエギタケ科クリタケ属】
　噛むと強い苦みがあるこ
とから。食用のクリタケに似
ており誤食しやすい毒キノ
コのため飲み込まず味見を
することで区別できる。

ゼンマイ

ジュウモンジシダ スギナ

シダ キノコ

コケ その他

ニガクリタケ

【ゼンマイ科ゼンマイ属】
　地下茎は塊状に太く短く
斜めから立つ。葉は2回羽状
複葉でシダとしては切れ込
みが少ない。春の若芽は灰
汁抜きをし食用になる。

シャグマアミガサタケ

【トクサ科トクサ属】
　一般的には栄養茎を「スギ
ナ」、胞子茎を「ツクシ」と呼
び分ける。和名は地上部が
スギを連想させることから。
生薬や食用となる。

【フクロシトネタケ科シャグマ
アミガサタケ属】
　死亡例もある猛毒キノコ。
和名はヒグマの毛に似た赤
褐色を「赭熊」、傘が「編笠」
であることによる。

【オシダ科イノデ属】
　夏緑性のシダ植物。葉の形
が十文字に見えることから
の和名。葉は短くほぼ直立
する。全体が単羽状複葉。し
ばしば群生する。

【タマバリタケ科ナラタケ属】
　植物寄生菌として生活し
ているキノコで「ボリボリ」
の名で親しまれる。植物を
枯らす「ならたけ病」でも有
名。

吉野山で見られる植物の紹介＜その他＞

＜大沼

ネイチャーセンター＞

大沼ネイチャーセンターには七飯町の職員が駐在してお

り、国定公園でありラムサール条約湿地でもある大沼を見

守りつつ、自然に関する展示をしています。散歩のヒントが

得られるかもしれませんので、ご来館をお待ちしております。

＝七飯町からのお願い＝

散策や観察などで近隣の山に行かれる方は、ヒグマ対策

をし、十分に気をつけて入山ください。山はヒグマの住処で

あり、近年は確認される個体数も増えています。

ヒグマの足跡や糞などを見つけた場合は、引き返すよう

お願いします。

住 所：七飯町字大沼町１０２４－１

開館日：月～金曜日

開館時間：９～１７時
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【コバノイシカグマ科ワラビ
属】
　シダ植物の一種。春の新芽
は広く食用とされるが山菜
の中でも特に灰汁が強い。
地下茎にデンプンを蓄える。

【スギゴケ科スギゴケ属】
　茎が直立する茎葉体のコ
ケ植物。葉の周りに並ぶ様
子がスギの枝に見えること
から。光合成は原糸体が行
うため地表が緑色になる。

フユノハラワラビナラタケ

マゴジャクシ

リョウメンシダ

【マンネンタケ科マンネンタ
ケ属】
　霊芝と呼ばれるマンネンタ
ケに近いキノコ。「小さな杓
子」の意で、傘の中心ではな
く縁に柄がつく。

【オシダ科カナワラビ属】
　和名は「両面羊歯」で葉の
表と裏の葉質が良く似てい
ることによる。常緑性の多
年生草本。胞子は葉緑体を
含むため緑色に見える。

ワラビ

【ハナヤスリ科ハナワラビ
属】
　ワラビの名がついている
が冬緑性のシダ植物。丸い
羽状複葉の栄養素と立ち上
がる胞子葉をもつ。

スギゴケ

【ヒカゲノカズラ科コスギラ
ン属】　常緑性のシダ植物。
地下茎はなく直立する茎か
らなる。茎も葉も硬い。葉は
細い楕円形、葉脈は主脈が１
本のみ。

ホソバトウゲシバ

【モエギタケ科クリタケ属】
　噛むと強い苦みがあるこ
とから。食用のクリタケに似
ており誤食しやすい毒キノ
コのため飲み込まず味見を
することで区別できる。

ゼンマイ

ジュウモンジシダ スギナ

シダ キノコ

コケ その他

ニガクリタケ

【ゼンマイ科ゼンマイ属】
　地下茎は塊状に太く短く
斜めから立つ。葉は2回羽状
複葉でシダとしては切れ込
みが少ない。春の若芽は灰
汁抜きをし食用になる。

シャグマアミガサタケ

【トクサ科トクサ属】
　一般的には栄養茎を「スギ
ナ」、胞子茎を「ツクシ」と呼
び分ける。和名は地上部が
スギを連想させることから。
生薬や食用となる。

【フクロシトネタケ科シャグマ
アミガサタケ属】
　死亡例もある猛毒キノコ。
和名はヒグマの毛に似た赤
褐色を「赭熊」、傘が「編笠」
であることによる。

【オシダ科イノデ属】
　夏緑性のシダ植物。葉の形
が十文字に見えることから
の和名。葉は短くほぼ直立
する。全体が単羽状複葉。し
ばしば群生する。

【タマバリタケ科ナラタケ属】
　植物寄生菌として生活し
ているキノコで「ボリボリ」
の名で親しまれる。植物を
枯らす「ならたけ病」でも有
名。

吉野山で見られる植物の紹介＜その他＞

＜大沼

ネイチャーセンター＞

大沼ネイチャーセンターには七飯町の職員が駐在してお

り、国定公園でありラムサール条約湿地でもある大沼を見

守りつつ、自然に関する展示をしています。散歩のヒントが

得られるかもしれませんので、ご来館をお待ちしております。

＝七飯町からのお願い＝

散策や観察などで近隣の山に行かれる方は、ヒグマ対策

をし、十分に気をつけて入山ください。山はヒグマの住処で

あり、近年は確認される個体数も増えています。

ヒグマの足跡や糞などを見つけた場合は、引き返すよう

お願いします。

住 所：七飯町字大沼町１０２４－１

開館日：月～金曜日

開館時間：９～１７時

キツツキ科　L＝46cm
留鳥　国内最大　頭の赤い
線の長いのが雄で短いのが
雌　天然記念物
昆虫や木の実を好む

ツグミ科　L＝22cm
夏鳥　　雄のさえずりは大き
く他の鳥獣類の真似をする
昆虫や木の実を好む

キツツキ科　L＝15cm
留鳥　国内最小
昆虫や木の実を好む

冬鳥

留鳥

夏鳥

カケス カッコウ カワラヒワ

キビタキ

キジバト

カラス科　L＝33cm
留鳥　亜種　ミヤマカケス
雌雄同色　様々な鳥獣類の
真似をする
本州のとは頭部が異なる

カッコウ科　L＝35cm
夏鳥　雌雄同色
他の巣に托卵する

アトリ科　L＝15cm
夏鳥　一部越冬
種子を好む

ヒタキ科　L＝14cm
夏鳥　他の鳥獣類の鳴き真
似をする
昆虫や木の実を好む

漂鳥

クマゲラ クロツグミ コゲラ

オオタカ オオルリエナガ

ハト科　L＝33cm
夏鳥　一部越冬
本州では留鳥
木の実、種子を好む

ウグイス科 L＝14～16cm
留鳥　雌雄同色
雄の方が身体が大きい
ホーホケキョと鳴くのは雄
のみ

エナガ科　L＝14cm
留鳥　亜種：シマエナガ
北海道固有種
本州は頭に黒い線がある
種子や昆虫を好む

タカ科　L＝45～50cm
留鳥　厳冬期では少ない
雌雄同色　雌の方が大きい
準絶滅危惧種
小動物や小鳥を捕食する

ヒタキ科　L＝16cm
夏鳥　雄は瑠璃色
雌はオリーブ色で地味
雄の鳴き声は美しい
昆虫や木の実を好む

アオジ

ホオジロ科　L=15.5cm
夏鳥　雌
最も身近な鳥で主に北海道
で繁殖する
昆虫や種子を好む

アカゲラ

キツツキ科　L=24cm
留鳥　頭の赤い線が雄
ないのが雌
昆虫や木の実を好む

　　　　　　　　　＜＜分分類類のの説説明明＞＞
　夏鳥：　春に南方から渡ってきて繁殖し、秋に南方へ渡る
　冬鳥：　秋に北方から渡ってきて越冬し、春に北方へ戻り
　　　　繁殖する
　留鳥：　年間を通して同じ地域に生息し繁殖する
　漂鳥：　渡りほど長距離で移動しないが、地域内で小規
　　　　模の季節移動をする

　　　　　　　　　＜＜用用語語のの説説明明＞＞
　托卵：　他種の巣に卵を産み、仮親に自分のヒナを育て
　　　　る行動
　亜種：　同じ種の中に地域によって体色や差異がある

ウグイス

吉野山で見られる鳥類の紹介
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no photo

シジュウカラ科　L＝11cm
留鳥　雌雄同色
日本産カラ類では最小
針葉樹によく見かける

ヒヨドリ科　L＝27cm
留鳥　さえずりが賑やか
一部秋は群生で南方へ渡る

カッコウ科　L＝28cm
夏鳥　カッコウ類では最小
他の巣に托卵する

アトリ科　L＝13cm
留鳥・漂鳥　秋から小群で低
地に飛来
樹木の種子を特に好む

タカ科　　L＝32～39cm
留鳥　一部秋に南方へ渡る
タカ類では小型で雌の方が
大きい
小鳥や哺乳類を捕食する

シジュウカラ科　L＝13cm
留鳥　雌雄同色
北海道固有種
種子や昆虫を好む

カラス科　L＝57cm
留鳥　雌雄同色
本来は山林に生息だが街中
に多い
鳴き声がカーカーと良く通
る

カラス科　L＝50cm
留鳥　雌雄同色
田畑に多く生息
２足歩行が得意
鳴き声がガーガーと濁る

ヒガラ ヒヨドリ ホトトギス マヒワ

ハイタカ ハシブトガラ ハシブトガラス ハシボソガラス

カッコウ科　L＝33cm
夏鳥　カッコウ類の中では早
く渡来する
他の巣に托卵する

タカ科　L＝59～69cm
留鳥　雌雄同色
雌の方が大きい
小動物の死骸・残飯などを
好む

シジュウカラ センダイムシクイ ツツドリ トビ

漂鳥

夏鳥 冬鳥

留鳥

シジュウカラ科　L＝15cm
留鳥　一部冬に南方へ
雄は胸の線が太く雌は細い
巣は樹洞やキツツキ類の古
巣を利用する

ウグイス科　L＝13cm
夏鳥　雌雄同色
さえずりはチヨチヨピーと
鳴き方をする

ミソサザイ ヤブサメ ヤマガラ ヤマゲラ

ミソサザイ科　L＝11cm
留鳥　雌雄同色
小さい体でさえずりは大き
い
昆虫類を好む

ウグイス科　L＝11cm
夏鳥　雌雄同色
鳴き声が虫の声に似て姿は
めったに見れない

シジュウカラ科　L＝14cm
留鳥　雌雄同色
函館市の鳥
巣は樹洞やキツツキ類の古
巣を利用する

キツツキ科　L＝30cm
留鳥　頭の赤い線があるの
は雄で、ないのが雌
本州に似てるのはアオゲラ
で固有種

吉野山で見られる植物の紹介＜木本類＞吉野山で見られる鳥類の紹介
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no photo

シジュウカラ科　L＝11cm
留鳥　雌雄同色
日本産カラ類では最小
針葉樹によく見かける

ヒヨドリ科　L＝27cm
留鳥　さえずりが賑やか
一部秋は群生で南方へ渡る

カッコウ科　L＝28cm
夏鳥　カッコウ類では最小
他の巣に托卵する

アトリ科　L＝13cm
留鳥・漂鳥　秋から小群で低
地に飛来
樹木の種子を特に好む

タカ科　　L＝32～39cm
留鳥　一部秋に南方へ渡る
タカ類では小型で雌の方が
大きい
小鳥や哺乳類を捕食する

シジュウカラ科　L＝13cm
留鳥　雌雄同色
北海道固有種
種子や昆虫を好む

カラス科　L＝57cm
留鳥　雌雄同色
本来は山林に生息だが街中
に多い
鳴き声がカーカーと良く通
る

カラス科　L＝50cm
留鳥　雌雄同色
田畑に多く生息
２足歩行が得意
鳴き声がガーガーと濁る

ヒガラ ヒヨドリ ホトトギス マヒワ

ハイタカ ハシブトガラ ハシブトガラス ハシボソガラス

カッコウ科　L＝33cm
夏鳥　カッコウ類の中では早
く渡来する
他の巣に托卵する

タカ科　L＝59～69cm
留鳥　雌雄同色
雌の方が大きい
小動物の死骸・残飯などを
好む

シジュウカラ センダイムシクイ ツツドリ トビ

漂鳥

夏鳥 冬鳥

留鳥

シジュウカラ科　L＝15cm
留鳥　一部冬に南方へ
雄は胸の線が太く雌は細い
巣は樹洞やキツツキ類の古
巣を利用する

ウグイス科　L＝13cm
夏鳥　雌雄同色
さえずりはチヨチヨピーと
鳴き方をする

ミソサザイ ヤブサメ ヤマガラ ヤマゲラ

ミソサザイ科　L＝11cm
留鳥　雌雄同色
小さい体でさえずりは大き
い
昆虫類を好む

ウグイス科　L＝11cm
夏鳥　雌雄同色
鳴き声が虫の声に似て姿は
めったに見れない

シジュウカラ科　L＝14cm
留鳥　雌雄同色
函館市の鳥
巣は樹洞やキツツキ類の古
巣を利用する

キツツキ科　L＝30cm
留鳥　頭の赤い線があるの
は雄で、ないのが雌
本州に似てるのはアオゲラ
で固有種

吉野山で見られる植物の紹介＜木本類＞吉野山で見られる鳥類の紹介

イノコヅチ 多草

多草

エゴマ 1草

ウシハコベ 多草

ウツボグサ 多草

ウド 多草

アレチマツヨイグサ 2草

イシミカワ 1草

アメリカセンダングサ 1草

アメリカヤマゴボウ 多草

アマニュウ 多草

アキカラマツ 多草

アキタブキ

7 8 9 10

アカツメクサ 多草

アカバナ 多草

アカソ

植物名 4 5 69 10
生活形植物名 月

多草

アキノウナギツカミ 1草

アメリカオニアザミ 2草

確認 開花

4 5
月

生活形

アキノキリンソウ 多草

アブラガヤ 多草

つぼみ 花終了

アカザ 1草

アオミズ 1草
6 7 8

イヌタデ 1草

イケマ 多草

オオウバユリ 多草

オオカモメヅル 多草

オオバナノミミナグサ 多草

オオハナウド 多草

オオバギボウシ 多草

オオバコ 多草

オオバタケシマラン 多草

オオヨモギ 多草

オカトラノオ 多草

オククルマムグラ 多草

エゾゴマナ 多草

エゾスズラン 多草

エゾタツナミソウ 多草

エゾイラクサ 多草

エゾミズタマソウ 多草

エゾノキツネアザミ 1草

エゾノコンギク 多草

エゾタンポポ 多草

エゾニュウ 多草

エゾノギシギシ 多草

エンレイソウ 多草

オオアマドコロ 多草

オオタチツボスミレ 多草

オオチドメ 多草

オオノアザミ 多草

エゾノミツモトソウ 1草

エゾエンゴサク 多草

エゾオオヨモギ 多草

ウマノミツバ 多草

イラクサ 多草

ウワバミソウ 多草

オオバナノエンレイソウ 多草

オオバミゾホオズキ 多草

オオハンゴンソウ 多草

オオヤマフスマ 多草

オニタビラコ 2草

オミナエシ 多草

ガガイモ 多草

オクノカンスゲ 多草

オトギリソウ 多草

オトコエシ 多草

カラハナソウ 多草

カラフトホソバハコベ 多草

カラマツソウ 多草

カキドオシ 多草

カタバミ 多草

カモガヤ 多草

キジムシロ 多草

キツネノボタン 多草

キツリフネ 1草

ガンクビソウ 多草

カンパニュラ 多草

キクザキイチリンソウ 多草

クサフジ 多草

クマイザサ ササ

クモキリソウ 多草

キンミズヒキ 多草

クガイソウ 多草

クサノオウ 2草

クルマバソウ 多草

クルマバナ 多草

クルマムグラ 多草

オオアワダチソウ 多草

オオイタドリ 多草

オオイヌタデ 1草

オオイヌノフグリ 2草 クロミノエンレイソウ 多草
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7 8 9 10植物名 4 5 69 10
生活形植物名 月

確認 開花

4 5
月

生活形

つぼみ 花終了

6 7 8

ツルリンドウ 多草

トモエソウ 多草

トリアシショウマ 多草

ベニバナイチヤクソウ 多草

スミレサイシン 多草

ススキ 多草

コウゾリナ 2草

コケイラン 多草

コシオガマ 1草

ケチヂミザサ 多草

ゲンノショウコ 多草

コンロンソウ 多草

サイハイラン 多草

ササバギンラン 多草

コナスビ 多草

コハコベ 2草

ゴマノハグサ 多草

サワヒヨドリ 多草

シャク 多草

ジャコウソウ 多草

サラシナショウマ 多草

サワアザミ 多草

サワギク 多草

ダイコンソウ 多草

タカアザミ 2草

タガネソウ 多草

タチカタバミ 多草

シラヤマギク 多草

シロザ 1草

シロツメクサ 多草

セイタカアワダチソウ 多草

セイヨウタンポポ 多草

スイバ 多草

スズメノカタビラ 1～2

ナガバツメクサ 多草

ナガボノシロワレモコウ 多草

ナギナタコウジュ 1草

タネツケバナ 2草

ニリンソウ 多草

ノコンギク 多草

ナズナ 2草

タニギキョウ 多草

タニソバ 1草

タニタデ 多草

タチギボウシ 多草

タチツボスミレ 多草

ハエドクソウ 多草

ハッカ 多草

ハナタデ 1草

ニシキゴロモ 多草

ノブドウ 多草

ノミノツヅリ 2草

ノミノフスマ 2草

ノッポロガンクビソウ 多草

ノビネチドリ 多草

ノブキ 多草

ハンゴンソウ 多草

ヒトリシズカ 多草

ヒメオドリコソウ 2草

ハナニガナ 多草

ハルジオン 多草

ハルタデ 1草

ヒメスイバ 多草

ヒメスゲ 多草

ヒメヘビイチゴ 多草

ヒメカンスゲ 多草

ヒメジョオン 2草

ヒメシラスゲ 多草

ブタクサ 1草

フタリシズカ 多草

ブタナ 多草

ヒレハリソウ 多草

ヒヨドリバナ 多草

フクジュソウ 多草

フタマタマンテマ 1～2

チゴユリ 多草

ツクバネソウ 多草

多草

ホオズキ 多草

ホソバノツルリンドウ 多草

フデリンドウ 2草

ヘビイチゴ 多草

ヘラオオバコ 多草

ツボスミレ 多草

ツユクサ 1草

マイヅルソウ 多草

ホウチャクソウツルニンジン 多草

ツリフネソウ 1草

テングスミレ 多草

トチバニンジン 多草
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7 8 9 10植物名 4 5 69 10
生活形植物名 月

確認 開花

4 5
月

生活形

つぼみ 花終了

6 7 8

ツルリンドウ 多草

トモエソウ 多草

トリアシショウマ 多草

ベニバナイチヤクソウ 多草

スミレサイシン 多草

ススキ 多草

コウゾリナ 2草

コケイラン 多草

コシオガマ 1草

ケチヂミザサ 多草

ゲンノショウコ 多草

コンロンソウ 多草

サイハイラン 多草

ササバギンラン 多草

コナスビ 多草

コハコベ 2草

ゴマノハグサ 多草

サワヒヨドリ 多草

シャク 多草

ジャコウソウ 多草

サラシナショウマ 多草

サワアザミ 多草

サワギク 多草

ダイコンソウ 多草

タカアザミ 2草

タガネソウ 多草

タチカタバミ 多草

シラヤマギク 多草

シロザ 1草

シロツメクサ 多草

セイタカアワダチソウ 多草

セイヨウタンポポ 多草

スイバ 多草

スズメノカタビラ 1～2

ナガバツメクサ 多草

ナガボノシロワレモコウ 多草

ナギナタコウジュ 1草

タネツケバナ 2草

ニリンソウ 多草

ノコンギク 多草

ナズナ 2草

タニギキョウ 多草

タニソバ 1草

タニタデ 多草

タチギボウシ 多草

タチツボスミレ 多草

ハエドクソウ 多草

ハッカ 多草

ハナタデ 1草

ニシキゴロモ 多草

ノブドウ 多草

ノミノツヅリ 2草

ノミノフスマ 2草

ノッポロガンクビソウ 多草

ノビネチドリ 多草

ノブキ 多草

ハンゴンソウ 多草

ヒトリシズカ 多草

ヒメオドリコソウ 2草

ハナニガナ 多草

ハルジオン 多草

ハルタデ 1草

ヒメスイバ 多草

ヒメスゲ 多草

ヒメヘビイチゴ 多草

ヒメカンスゲ 多草

ヒメジョオン 2草

ヒメシラスゲ 多草

ブタクサ 1草

フタリシズカ 多草

ブタナ 多草

ヒレハリソウ 多草

ヒヨドリバナ 多草

フクジュソウ 多草

フタマタマンテマ 1～2

チゴユリ 多草

ツクバネソウ 多草

多草

ホオズキ 多草

ホソバノツルリンドウ 多草

フデリンドウ 2草

ヘビイチゴ 多草

ヘラオオバコ 多草

ツボスミレ 多草

ツユクサ 1草

マイヅルソウ 多草

ホウチャクソウツルニンジン 多草

ツリフネソウ 1草

テングスミレ 多草

トチバニンジン 多草

7 8 9 10植物名 4 5 69 10
生活形植物名 月

確認 開花

4 5
月

生活形

つぼみ 花終了

6 7 8

2草

メドハギ 多草マルバヒレアザミ 多草

ミズ 1草

ミズタマソウ 多草

マムシグサ 多草 ムラサキケマン

ミツモトソウ 多草

ミチヤナギ 1草

ミツバ 多草

ミツバツチグリ 多草

ミズヒキ 多草

ミゾソバ 1草

ミゾホオズキ 多草

ミヤマナルコユリ 多草

ミヤマニガウリ 1草

ミヤマヤブタバコ 多草

ヤブタバコ 2草

ミヤマエンレイソウ 多草

ミヤマスミレ 多草

ミヤマトウバナ 多草

ミミコウモリ 多草

ミミナグサ 2草

ミヤマイラクサ 多草

ミツバヒヨドリ 多草

ミツバフウロ 多草

ヤマハハコ 多草

ヤマブキショウマ 多草

ヤブハギ 多草

ヤブマメ 1草

ヤマハッカ 多草

ヨモギ 多草

ルイヨウショウマ 多草

ルイヨウボタン 多草

ユキザサ 多草

ヨツバヒヨドリ 多草

ヨブスマソウ 多草

マツヨイセンノウ 多草

ミネアザミ 多草

ヤマニガナ 2草

ヤブタビラコ 2草

ヤブニンジン 多草

モミジガサ 多草

ヤエムグラ 2草

ヤブジラミ 2草

メマツヨイグサ 2草

＜木の測り方＞

国有林の立木を伐採や売り払いをするとき、また、森林蓄積の調査を行うときには、樹種や木の量、材質などを調査

します。

木の量は、材積（単位：ｍ3）で表し、材積を計算するためには木の直径と高さを測ります。

① 木の直径を図る

木の直径は、木の山側に立って根元から、北海道では１．３ｍの高さ（胸高直径）を測定器具で測り、偶数で表します。

測定器具は通常「輪尺（りんじゃく）」と呼ばれるノギスのようなもので測ります。輪尺で測ることができない大木などは、

周囲を測って直径を出す「直径巻尺」を使います。

② 木の高さを図る

木の高さ（樹高）は、伸縮できるポール（「測

棹（そっかん）」）を立てて直接測る方法や、「測

高器（そっこうき）」と呼ばれる道具を使う方法、

また、木の根元と梢の角度を測り、計算によって

求められるレーザー測定器を使う方法があります。

近年は、３Ｄレーザーの技術を使って森林デー

タの解析を行い、そのデータからも多くの情報を

得ることができるようになっています。

左の写真：レーザー測定器で樹高を測定

右の写真：直径巻尺を使い直径を測定

（２０２３年５月２０日 植生観察会）

‒41‒



凡例2：

年

月 5 7 9 10 6 10 4 10 5 10 9 10 9 10 4 6 9 10 5 7
日 21 9 9 18 9 20 26 14 18 15 28 13 21 7 9 18 26 5 8 19 11 13 25 7 17 8 23 10 21 18 30 15 8 28 16 9 11 20 11 7 14 26

アア アアオオキキ 低木 × × ◎ ● × × × ×

アアオオダダモモ 高木 × ○ × ● × × × × × × × × × × × × × ×

アアオオミミズズ １草 ◎ △ × ● × ● ◎ ● × ● ◎

アアカカザザ １草 △ ●

アアカカソソ 多草 × × × × ● ×

アアカカツツメメククササ 多草 ◎ ◎ × ○ ◎ ◎ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

アアカカババナナ 多草 ● ×

アアキキカカララママツツ 多草 × × × ×

アアキキタタブブキキ 多草 × × × × ◎ × × × × ◎ × ● × ◎ △ × × ◎ × ◎ × × × △ × × × ◎ ● ×

アアキキノノウウナナギギツツカカミミ １草 ◎

アアキキノノキキリリンンソソウウ 多草 ×

アアケケボボノノアアワワダダケケ キノコ ×

アアシシボボソソアアミミガガササダダケケ キノコ × ×

アアブブララガガヤヤ 多草 ×

アアママチチャャヅヅルル つる × ×

アアママニニュュウウ 多草 × × × × ● × × × ● × ● × × × × × × × × ○

アアミミタタケケ キノコ ×

アアメメリリカカオオニニアアザザミミ ２草 × × ×

アアメメリリカカセセンンダダンンググササ １草 △ ◎

アアメメリリカカヤヤママゴゴボボウウ 多草 ● ● ○ ◎ ● ● ●

アアレレチチママツツヨヨイイググササ ２草 ◎ × × ◎ × ◎ × × ● ◎

イイ イイケケママ 多草 × ×

イイシシミミカカワワ １草 ● ● ●

イイタタヤヤカカエエデデ 高木 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

イイチチイイ 高木 × × × ● × ×

イイヌヌガガンンソソクク シダ × × ○ × × × × × × × × × × ×

イイヌヌタタデデ １草 × × ◎ ◎ × ◎ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × ● ◎ ○ ◎ ◎ ◎

イイノノココヅヅチチ 多草 ×

イイボボタタノノキキ 低木 × × × × ×

イイワワガガララミミ つる × × △ × ● × ◎ ○ × ● × ● ● × × ● ● × ● × × × × ● ●

イイワワミミツツババ 多草 ×

ウウ ウウシシハハココベベ 多草 × × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ × ◎

ウウダダイイカカンンババ 高木 × × ×

ウウツツボボググササ 多草 ◎ ◎

ウウドド 多草 × × × × × × ● △ × × ● ◎ × ● ● × ● ● × × × × ● × × × ◎ ● ● ●

ウウママノノミミツツババ 多草 ○ × × × ● × × × ● × × ● ● × × × ● ● × × × × × × × ○ ×

ウウリリノノキキ 低木 ○ × × × × × × × ×

ウウワワババミミソソウウ 多草 × ×

ウウワワミミズズザザククララ 高木 ◎ ◎ × × × ◎ × × ● ● ● ● × × ● ○ ● ● ●

エエ エエゴゴママ １草 ×

エエゾゾアアジジササイイ 低木 × ○ × ● × × ● ● × ● ● × ● × ×

エエゾゾイイララククササ 多草 × × × × × △ × × × × ● × ● ◎ ● × × ◎ × × × ●

エエゾゾエエンンゴゴササクク 多草 × ×

エエゾゾオオオオヨヨモモギギ 多草 × × × × × × × ●

エエゾゾゴゴママナナ 多草 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎ ◎ × ◎ ◎

エエゾゾススググリリ 低木 ×

エエゾゾススズズラランン 多草 ×

エエゾゾタタツツナナミミソソウウ 多草 ◎ ◎ ◎ ●

エエゾゾタタンンポポポポ 多草 ◎ △ ◎

エエゾゾニニュュウウ 多草 × × × × × × ◎ ● × × ◎ × × ◎ × ● × × ◎ ● × × × ● × × ● ●

エエゾゾニニワワトトココ 低木 ○ ● ○ ◎ ○ ◎ × ● × ○ × ○ × ○ ◎ × × ○ ● × ● ● × × ◎ ● × ◎ ◎ ◎ ● ◎ ×

エエゾゾノノギギシシギギシシ 多草 × × × × ● △ × ● × × × ● × ● ● × × × ◎ × × ×
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アア アアオオキキ 低木 × × ◎ ● × × × ×

アアオオダダモモ 高木 × ○ × ● × × × × × × × × × × × × × ×

アアオオミミズズ １草 ◎ △ × ● × ● ◎ ● × ● ◎

アアカカザザ １草 △ ●

アアカカソソ 多草 × × × × ● ×

アアカカツツメメククササ 多草 ◎ ◎ × ○ ◎ ◎ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

アアカカババナナ 多草 ● ×

アアキキカカララママツツ 多草 × × × ×

アアキキタタブブキキ 多草 × × × × ◎ × × × × ◎ × ● × ◎ △ × × ◎ × ◎ × × × △ × × × ◎ ● ×

アアキキノノウウナナギギツツカカミミ １草 ◎

アアキキノノキキリリンンソソウウ 多草 ×

アアケケボボノノアアワワダダケケ キノコ ×

アアシシボボソソアアミミガガササダダケケ キノコ × ×

アアブブララガガヤヤ 多草 ×

アアママチチャャヅヅルル つる × ×

アアママニニュュウウ 多草 × × × × ● × × × ● × ● × × × × × × × × ○

アアミミタタケケ キノコ ×

アアメメリリカカオオニニアアザザミミ ２草 × × ×

アアメメリリカカセセンンダダンンググササ １草 △ ◎

アアメメリリカカヤヤママゴゴボボウウ 多草 ● ● ○ ◎ ● ● ●

アアレレチチママツツヨヨイイググササ ２草 ◎ × × ◎ × ◎ × × ● ◎

イイ イイケケママ 多草 × ×

イイシシミミカカワワ １草 ● ● ●

イイタタヤヤカカエエデデ 高木 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

イイチチイイ 高木 × × × ● × ×

イイヌヌガガンンソソクク シダ × × ○ × × × × × × × × × × ×

イイヌヌタタデデ １草 × × ◎ ◎ × ◎ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × ● ◎ ○ ◎ ◎ ◎

イイノノココヅヅチチ 多草 ×

イイボボタタノノキキ 低木 × × × × ×

イイワワガガララミミ つる × × △ × ● × ◎ ○ × ● × ● ● × × ● ● × ● × × × × ● ●

イイワワミミツツババ 多草 ×

ウウ ウウシシハハココベベ 多草 × × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ × ◎

ウウダダイイカカンンババ 高木 × × ×

ウウツツボボググササ 多草 ◎ ◎

ウウドド 多草 × × × × × × ● △ × × ● ◎ × ● ● × ● ● × × × × ● × × × ◎ ● ● ●

ウウママノノミミツツババ 多草 ○ × × × ● × × × ● × × ● ● × × × ● ● × × × × × × × ○ ×

ウウリリノノキキ 低木 ○ × × × × × × × ×

ウウワワババミミソソウウ 多草 × ×

ウウワワミミズズザザククララ 高木 ◎ ◎ × × × ◎ × × ● ● ● ● × × ● ○ ● ● ●

エエ エエゴゴママ １草 ×

エエゾゾアアジジササイイ 低木 × ○ × ● × × ● ● × ● ● × ● × ×

エエゾゾイイララククササ 多草 × × × × × △ × × × × ● × ● ◎ ● × × ◎ × × × ●

エエゾゾエエンンゴゴササクク 多草 × ×

エエゾゾオオオオヨヨモモギギ 多草 × × × × × × × ●

エエゾゾゴゴママナナ 多草 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎ ◎ × ◎ ◎

エエゾゾススググリリ 低木 ×

エエゾゾススズズラランン 多草 ×

エエゾゾタタツツナナミミソソウウ 多草 ◎ ◎ ◎ ●

エエゾゾタタンンポポポポ 多草 ◎ △ ◎

エエゾゾニニュュウウ 多草 × × × × × × ◎ ● × × ◎ × × ◎ × ● × × ◎ ● × × × ● × × ● ●

エエゾゾニニワワトトココ 低木 ○ ● ○ ◎ ○ ◎ × ● × ○ × ○ × ○ ◎ × × ○ ● × ● ● × × ◎ ● × ◎ ◎ ◎ ● ◎ ×

エエゾゾノノギギシシギギシシ 多草 × × × × ● △ × ● × × × ● × ● ● × × × ◎ × × ×
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エエゾゾノノキキツツネネアアザザミミ １草 ◎ ×

エエゾゾノノココンンギギクク 多草 × ◎ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × ◎ × × ◎ ◎

エエゾゾノノミミツツモモトトソソウウ １草 ◎ ◎

エエゾゾミミズズタタママソソウウ 多草 × ◎ ×

エエゾゾヤヤママザザククララ 高木 ◎ × × △ ● × × ● × ×

エエゾゾヤヤママハハギギ 低木 × ◎ × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ◎ ◎

エエノノキキタタケケ キノコ ×

エエビビガガラライイチチゴゴ 低木 × × × × × × ● × × × × ×

エエンンレレイイソソウウ 多草 ○ ◎ ● ◎ ◎ ● ◎ △ ◎ ● × △ ◎ ● ● ◎ ● ● ◎ ◎ ◎ ●

オオ オオオオアアママドドココロロ 多草 × × ○ ◎ × × ○ ◎ ● ×

オオオオアアワワダダチチソソウウ 多草 × ◎ △ × × ◎ × ● ◎ ◎ × ◎ ◎ ×

オオオオイイタタドドリリ 多草 × × × × ● × △ × × ● × × ● × ● ● × × ● ● × × × × ● × × × ● ● ●

オオオオイイヌヌタタデデ １草 × × × △ × ● ◎ ×

オオオオイイヌヌノノフフググリリ ２草 ◎

オオオオウウババユユリリ 多草 × ◎ × × ○ ● × × × ● × × ● ● × ● × ○ ● × × ○ × × × ○ ○ ○

オオオオカカメメノノキキ 低木 × × ◎ × ● × × ● ◎ × ◎ × × ×

オオオオカカモモメメヅヅルル 多草 × ×

オオオオタタチチツツボボススミミレレ 多草 ● × ◎ ◎ ● × ● ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ × ◎ ◎ ◎ × ● ● × ● ◎ ◎ ● ● ◎ ● ● ×

オオオオチチドドメメ 多草 ◎ × × × × ◎ ◎ ◎

オオオオノノアアザザミミ 多草 ×

オオオオババギギボボウウシシ 多草 × × ×

オオオオババククロロモモジジ 低木 × × × ◎ × ● ● × × ◎ ◎ ● × × × ◎ ◎ × ● × × ×

オオオオババココ 多草 × × ● △ △ × ● × × × ● ● × ● ● × × × ● × × × × × × × ◎ ● ●

オオオオババタタケケシシママラランン 多草 ◎

オオオオハハナナウウドド 多草 × ◎ × × × × × ×

オオオオババナナノノエエンンレレイイソソウウ 多草 ◎ ● ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

オオオオババナナノノミミミミナナググササ 多草 ◎ × ◎ ◎ ○ ◎ ×

オオオオババミミゾゾホホオオズズキキ 多草 ◎

オオオオハハンンゴゴンンソソウウ 多草 △ ◎ × × × × × × ○ ◎

オオオオモモミミジジ 高木 × × × × × ×

オオオオヤヤママフフススママ 多草 ◎ × ◎ ◎

オオオオヨヨモモギギ 多草 × × ◎ × △ × × × × × × ×

オオカカトトララノノオオ 多草 ×

オオククククルルママムムググララ 多草 ◎ ○ × ◎ × ◎ × × ◎

オオククノノカカンンススゲゲ 多草 × × × × ● × × ● × ● × ● × ● × ×

オオシシダダ シダ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

オオトトギギリリソソウウ 多草 × × × × ◎ ● × × × × ● △ × ● ● ● × × × ● ×

オオトトココエエシシ 多草 ● ● ● ◎ ● ● ● ◎

オオトトメメノノカカササ キノコ ×

オオニニググルルミミ 高木 × × × × × × ×

オオニニタタビビララココ ２草 ◎ ◎ ×

オオノノエエヤヤナナギギ 高木 ×

オオヒヒョョウウ 高木 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

オオミミナナエエシシ 多草 ● ×

カカ ガガガガイイモモ 多草 ◎ × ● × × ● × × × ● × × × × × ×

カカキキドドオオシシ 多草 ◎ ◎ ◎

カカシシワワ 高木 × × × × × ×

カカタタババミミ 多草 ◎ ◎ × × ◎ ◎ ● × ◎ ◎ × ◎ × ◎

カカツツララ 高木 × × × × × ×

ガガママズズミミ 低木 ● ●

カカモモガガヤヤ 多草 ◎ ◎ ◎

カカララハハナナソソウウ 多草 × × × × × × ● × △ × ● × ● ● × ● ● × ● × × × × ● × × × ●
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カカララフフトトホホソソババハハココベベ 多草 × ◎ × ◎ ◎

カカララママツツ 高木 × ● × × × × × × ● ● × ● × ● × × × ×

カカララママツツソソウウ 多草 × × × × × × × ●

カカワワララタタケケ キノコ ×

ガガンンククビビソソウウ 多草 × × ×

カカンンパパニニュュララ 多草 × × ○ × × × ○ ● ○ × ● ◎ ●

カカンンボボクク 低木 × × ×

キキ キキククザザキキイイチチリリンンソソウウ 多草 × × △ ◎ △

キキジジムムシシロロ 多草 ◎ ◎ △ ◎ × ◎ × ○ ◎ × ● ○ × × ◎ × × ◎ ◎ △ ◎

キキタタココブブシシ 高木 × ○ × × △ × ◎ × × ◎ × × × ● × ● ×

キキツツネネノノボボタタンン 多草 ◎ ● ◎ ● ◎ ◎

キキツツリリフフネネ １草 × ◎ × △ ◎ × ◎ ◎ ● × ◎ ◎

キキンンミミズズヒヒキキ 多草 × × ● × ● ● × ◎ × ◎ ● ◎ ● ◎ ◎ × × × ◎ × × × ◎ ◎

クク ククガガイイソソウウ 多草 ◎ ×

ククササギギ 低木 × ● × ● × × ● ● ×

ククササノノオオウウ ２草 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × × ◎ ◎ × ◎ ◎ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ククササフフジジ 多草 ◎ × × × × × ●

ククジジャャククシシダダ シダ ×

ククママイイザザササ ササ × × ○ × × ● × × × × × ◎ × × × × × × × × ×

ククママイイチチゴゴ 低木 × × × ○ ○ × × ○ × × × × × × × ◎ ◎ × × ◎ ◎ × × × × ◎ ○ ● ●

ククモモキキリリソソウウ 多草 × ×

ククリリ 高木 ◎ × × ● ● × × × ● ● ● ● × ●

ククルルママババソソウウ 多草 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × ● ● ○ × ○ ◎ × × × × ◎ × ● × ◎ ◎ × × ◎ ◎ ◎ × ◎

ククルルママババナナ 多草 × ◎ ◎ ◎ × × ◎ ○ × × ◎ ● ◎ × ◎ ◎ × × ◎ × ◎ ●

ククルルママムムググララ 多草 ◎ × ● × ○ × ◎ ◎

ククロロミミノノエエンンレレイイソソウウ 多草 ◎ △ ◎ × ● ◎ ○ ◎ ● △

ケケ ケケチチヂヂミミザザササ 多草 △ ×

ケケヤヤママハハンンノノキキ 高木 × × ●

ゲゲンンノノシショョウウココ 多草 ● × ◎ × × ◎ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ × × × ◎ ◎ ◎ ◎ ●

ココ ココウウゾゾリリナナ ２草 × ◎ ◎ △ ◎ ◎ ◎ × × ◎ ◎ × × × ○ × ○ ◎ ◎

ココケケイイラランン 多草

ココゴゴミミ シダ × × × × × × ×

ココシシアアブブララ 高木 × ×

ココシシオオガガママ １草 ◎

ココタタニニワワタタリリ シダ × × × × × × ×

ココナナススビビ 多草 × × ◎ × ◎ ◎ ◎

ココハハココベベ ２草 ◎ ◎ ◎ × ○ ◎ ◎ ○

ゴゴママノノハハググササ 多草 ×

ココママユユミミ 低木 × × × ●

ココンンロロンンソソウウ 多草 ◎ × × ◎ ○ ◎ ● × × ◎ ◎ ○ ◎ ● × ○ ◎ × ◎

ササ ササイイハハイイラランン 多草 × × ◎ × × × × × ● ● × ● × ◎ × ● × × × × ◎ ◎ ○ ◎ × ×

ササササババギギンンラランン 多草 ○ ×

ササララシシナナシショョウウママ 多草 ◎ ◎ △ × ◎ ● ● ◎ ● × ◎ ◎ ● ● × ◎ × ×

ササルルトトリリイイババララ つる ×

ササルルナナシシ つる × ● × × × ○ ● × ○ ○ × × ●

ササルルノノココシシカカケケ（（科科）） キノコ × × ×

ササワワアアザザミミ 多草 × × × × × × ×

ササワワギギクク 多草 × × ○ × ◎ × ◎ ◎

ササワワググルルミミ 高木 × × ● × × × ● ◎ ×

ササワワヒヒヨヨドドリリ 多草 ◎ ×

ササンンシショョウウ 低木 × ◎ × ● ● ● × × ● ● × ● ◎ ● ×

シシ シシウウリリザザククララ 高木 × × ●
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カカララフフトトホホソソババハハココベベ 多草 × ◎ × ◎ ◎

カカララママツツ 高木 × ● × × × × × × ● ● × ● × ● × × × ×

カカララママツツソソウウ 多草 × × × × × × × ●

カカワワララタタケケ キノコ ×

ガガンンククビビソソウウ 多草 × × ×

カカンンパパニニュュララ 多草 × × ○ × × × ○ ● ○ × ● ◎ ●

カカンンボボクク 低木 × × ×

キキ キキククザザキキイイチチリリンンソソウウ 多草 × × △ ◎ △

キキジジムムシシロロ 多草 ◎ ◎ △ ◎ × ◎ × ○ ◎ × ● ○ × × ◎ × × ◎ ◎ △ ◎

キキタタココブブシシ 高木 × ○ × × △ × ◎ × × ◎ × × × ● × ● ×

キキツツネネノノボボタタンン 多草 ◎ ● ◎ ● ◎ ◎

キキツツリリフフネネ １草 × ◎ × △ ◎ × ◎ ◎ ● × ◎ ◎

キキンンミミズズヒヒキキ 多草 × × ● × ● ● × ◎ × ◎ ● ◎ ● ◎ ◎ × × × ◎ × × × ◎ ◎

クク ククガガイイソソウウ 多草 ◎ ×

ククササギギ 低木 × ● × ● × × ● ● ×

ククササノノオオウウ ２草 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × × ◎ ◎ × ◎ ◎ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ククササフフジジ 多草 ◎ × × × × × ●

ククジジャャククシシダダ シダ ×

ククママイイザザササ ササ × × ○ × × ● × × × × × ◎ × × × × × × × × ×

ククママイイチチゴゴ 低木 × × × ○ ○ × × ○ × × × × × × × ◎ ◎ × × ◎ ◎ × × × × ◎ ○ ● ●

ククモモキキリリソソウウ 多草 × ×

ククリリ 高木 ◎ × × ● ● × × × ● ● ● ● × ●

ククルルママババソソウウ 多草 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × ● ● ○ × ○ ◎ × × × × ◎ × ● × ◎ ◎ × × ◎ ◎ ◎ × ◎

ククルルママババナナ 多草 × ◎ ◎ ◎ × × ◎ ○ × × ◎ ● ◎ × ◎ ◎ × × ◎ × ◎ ●

ククルルママムムググララ 多草 ◎ × ● × ○ × ◎ ◎

ククロロミミノノエエンンレレイイソソウウ 多草 ◎ △ ◎ × ● ◎ ○ ◎ ● △

ケケ ケケチチヂヂミミザザササ 多草 △ ×

ケケヤヤママハハンンノノキキ 高木 × × ●

ゲゲンンノノシショョウウココ 多草 ● × ◎ × × ◎ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ × × × ◎ ◎ ◎ ◎ ●

ココ ココウウゾゾリリナナ ２草 × ◎ ◎ △ ◎ ◎ ◎ × × ◎ ◎ × × × ○ × ○ ◎ ◎

ココケケイイラランン 多草

ココゴゴミミ シダ × × × × × × ×

ココシシアアブブララ 高木 × ×

ココシシオオガガママ １草 ◎

ココタタニニワワタタリリ シダ × × × × × × ×

ココナナススビビ 多草 × × ◎ × ◎ ◎ ◎

ココハハココベベ ２草 ◎ ◎ ◎ × ○ ◎ ◎ ○

ゴゴママノノハハググササ 多草 ×

ココママユユミミ 低木 × × × ●

ココンンロロンンソソウウ 多草 ◎ × × ◎ ○ ◎ ● × × ◎ ◎ ○ ◎ ● × ○ ◎ × ◎

ササ ササイイハハイイラランン 多草 × × ◎ × × × × × ● ● × ● × ◎ × ● × × × × ◎ ◎ ○ ◎ × ×

ササササババギギンンラランン 多草 ○ ×

ササララシシナナシショョウウママ 多草 ◎ ◎ △ × ◎ ● ● ◎ ● × ◎ ◎ ● ● × ◎ × ×

ササルルトトリリイイババララ つる ×

ササルルナナシシ つる × ● × × × ○ ● × ○ ○ × × ●

ササルルノノココシシカカケケ（（科科）） キノコ × × ×

ササワワアアザザミミ 多草 × × × × × × ×

ササワワギギクク 多草 × × ○ × ◎ × ◎ ◎

ササワワググルルミミ 高木 × × ● × × × ● ◎ ×

ササワワヒヒヨヨドドリリ 多草 ◎ ×

ササンンシショョウウ 低木 × ◎ × ● ● ● × × ● ● × ● ◎ ● ×

シシ シシウウリリザザククララ 高木 × × ●
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シシシシガガシシララ シダ × × × × ×

シシナナノノキキ 高木 × × × × × ×

シシャャクク 多草 ◎ × ◎ ◎ × ◎ × ○ ◎ × × × × ◎ × ◎ △ ○ ◎

シシャャググママアアミミガガササタタケケ キノコ × ×

ジジャャココウウソソウウ 多草 × ×

ジジュュウウモモンンジジシシダダ シダ × × × × ×

シシララカカンンババ 高木 × × × ×

シシララヤヤママギギクク 多草 ×

シシロロザザ １草 ◎ ×

シシロロツツメメククササ 多草 ◎ ◎ × ● ◎ ◎ ○ ◎ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

スス ススイイババ 多草 × × × ○ × ● × × ○ ○ × × × ◎ × × × ◎ ○ ◎

ススギギゴゴケケ コケ ×

ススギギナナ シダ × × × × ×

ススススキキ 多草 × △ × × ● × ◎ ● × × ◎ ◎ ◎

ススズズメメノノカカタタビビララ 1～2草 ◎

ススミミレレササイイシシンン 多草 × × × × ×

セセ セセイイタタカカアアワワダダチチソソウウ 多草 × ◎ × × ◎ × × △ × ◎ × × × ◎ ×

セセイイヨヨウウタタンンポポポポ 多草 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ △ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ × ◎ ◎ ◎ × ×

ゼゼンンママイイ シダ × × × × ×

タタ ダダイイココンンソソウウ 多草 × ◎ × × × ◎ × ◎ ● ◎ × ● × ◎ ◎ ● ● × ◎ △ × × ◎ ◎ ◎ ●

タタカカアアザザミミ ２草 × ◎ ◎ ●

タタガガネネソソウウ 多草 ×

ダダケケカカンンババ 高木 × × × ×

タタチチカカタタババミミ 多草 ◎

タタチチギギボボウウシシ 多草 × × × ×

タタチチツツボボススミミレレ 多草 ◎ ◎ ● ◎ ◎ ● × × ◎ ◎ ◎ × ◎ × ◎ ● × ◎ ◎ ● × × ◎ ◎ ◎ ● ● ● ×

タタニニウウツツギギ 低木 ×

タタニニギギキキョョウウ 多草 ○ × × × ◎ ◎ × × ○ ◎

タタニニソソババ １草 × × × × ◎ ◎ ◎ ○ ● ◎ ◎

タタニニタタデデ 多草 × ●

タタネネツツケケババナナ ２草 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

タタララノノキキ 低木 × × × × × × × × × × × × × × × × × ● × × × × ● × × × × ● ●

チチ チチゴゴユユリリ 多草 ◎ △ ◎ × ● × × × × ● × × ◎ ◎ ● × ◎ ● ●

チチョョウウセセンンゴゴミミシシ つる × ● × ● ● ● ● × ● ×

ツツ ツツククババネネソソウウ 多草 ◎ ○ ◎ ● ● ● ○ ● × ○ ◎ ◎ ◎ ●

ツツタタウウルルシシ つる × × × × × × × × × × × × × × × × × ◎ ● × × × × × × × × ×

ツツボボススミミレレ 多草 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎

ツツユユククササ １草 ◎ ● ◎ ◎ ◎ × ◎ ◎ × ◎ ◎ ◎

ツツリリババナナ 低木 ● × × ● × × × ● ● ● ● ● × × × ● ◎ ● ● ● ●

ツツリリフフネネソソウウ １草 × × × × × ● ◎ × × × ×

ツツルルアアジジササイイ つる × × ○ ○ ○ × × △ ● × × × ● ○ × × ● × ● ● × ◎ ● × ○ ○ ● ● × × ○ ◎ ◎ ● ● ●

ツツルルウウメメモモドドキキ つる × × × × × × × × ● ●

ツツルルシシキキミミ 低木 ×

ツツルルニニンンジジンン 多草 × × × × ×

ツツルルママササキキ つる × × ● × × ×

ツツルルリリンンドドウウ 多草 × × × × × ● ◎ × × × × ×

テテ テテンンググススミミレレ 多草 ◎

トト ドドイイツツトトウウヒヒ 高木 × × × ×

トトチチノノキキ 高木 × × × × × × × × × × △ × × × × × × × × ×

トトチチババニニンンジジンン 多草 × ● ×

トトドドママツツ 高木 × × × × × × × × × ×

トトモモエエソソウウ 多草 ×
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トトリリアアシシシショョウウママ 多草 × △ × × × ◎ ● ×

ナナ ナナガガババツツメメククササ 多草 ◎ × ◎ ×

ナナガガボボノノシシロロワワレレモモココウウ 多草 × ×

ナナギギナナタタココウウジジュュ １草 ◎

ナナズズナナ ２草 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ナナナナカカママドド 高木 × × × × × × × × × × × ● × × × ●

ナナララタタケケ キノコ ×

ナナワワシシロロイイチチゴゴ 低木 × × × ○ × × × ×

二二 ニニガガキキ 高木 × × ×

ニニガガククリリタタケケ キノコ ×

ニニカカワワハハリリタタケケ キノコ ×

ニニシシキキゴゴロロモモ 多草 ×

ニニリリンンソソウウ 多草 ◎ ◎ ○ ◎ ◎

ヌ ヌヌメメリリイイググチチ キノコ ×

ヌヌルルデデ 高木 × × × × × × × × × × × × × ●

ノノ ノノイイババララ 低木 × × × ● ● × ×

ノノココンンギギクク 多草 × × ◎

ノノッッポポロロガガンンククビビソソウウ 多草 ◎

ノノビビネネチチドドリリ 多草 × ◎ △ ○ ◎ ● × ◎ ◎ ◎ ●

ノノブブキキ 多草 × × ● × ● ● ◎ × ● × ×

ノノブブドドウウ 多草 ◎ ● ● × ● ● ● ● ● ◎ ● × ○ × ● × × ● ●

ノノミミノノツツヅヅリリ ２草 ● ◎

ノノミミノノフフススママ ２草 ◎

ノノリリウウツツギギ 低木 × △ ● ● × × ○ × × ○ ● ● ●

ハハ ハハイイイイヌヌガガヤヤ 低木 × × × × × ×

ハハウウチチワワカカエエデデ 高木 × × × × × ◎ × ◎ × ×

ハハエエドドククソソウウ 多草 × ● ● × × × ◎

ハハッッカカ 多草 ×

ババッッココヤヤナナギギ 高木 △ ◎ × ×

ハハナナイイカカダダ 低木 △

ハハナナイイググチチ キノコ × × ×

ハハナナタタデデ １草 ◎ ○ ◎ ◎ ×

ハハナナニニガガナナ 多草 △ ● ◎ ○ ○ ◎ ◎

ハハララタタケケ キノコ ×

ハハリリギギリリ 高木 × × × × × × × × × × × × ×

ハハルルジジオオンン 多草 × ◎ × ◎ × ◎ × × ◎

ハハルルタタデデ １草 × ◎ ×

ハハルルニニレレ 高木 × ● × × × ● × × ● × × × ×

ハハンンゴゴンンソソウウ 多草 × × × ◎ × × × ◎

ヒヒ ヒヒトトリリシシズズカカ 多草 × × ◎ × × × × ◎ ×

ヒヒメメアアオオキキ 低木 × × × ◎

ヒヒメメオオドドリリココソソウウ ２草 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ×

ヒヒメメカカンンススゲゲ 多草 × × ● ◎

ヒヒメメジジョョオオンン ２草 ◎ × × ◎ ◎ ◎ × × ◎ ◎ × ◎ ◎ ○ ◎ ◎ × ◎ × × × ◎ ◎ ◎ ◎

ヒヒメメシシララススゲゲ 多草 ◎ ◎ ×

ヒヒメメススイイババ 多草 ◎ ◎

ヒヒメメススゲゲ 多草 ◎ ◎

ヒヒメメヘヘビビイイチチゴゴ 多草 × ◎ × ◎ ◎ × ◎ × × × ◎ × × × × × × ◎ ◎ × ○ × ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

ヒヒヨヨドドリリババナナ 多草 × △ × ◎ △ ◎ × ◎ △ × ◎

ヒヒレレハハリリソソウウ 多草 ×

フフ フフウウセセンンタタケケ キノコ ×

フフククジジュュソソウウ 多草 ● ◎ ◎
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トトリリアアシシシショョウウママ 多草 × △ × × × ◎ ● ×

ナナ ナナガガババツツメメククササ 多草 ◎ × ◎ ×

ナナガガボボノノシシロロワワレレモモココウウ 多草 × ×

ナナギギナナタタココウウジジュュ １草 ◎

ナナズズナナ ２草 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ナナナナカカママドド 高木 × × × × × × × × × × × ● × × × ●

ナナララタタケケ キノコ ×

ナナワワシシロロイイチチゴゴ 低木 × × × ○ × × × ×

二二 ニニガガキキ 高木 × × ×

ニニガガククリリタタケケ キノコ ×

ニニカカワワハハリリタタケケ キノコ ×

ニニシシキキゴゴロロモモ 多草 ×

ニニリリンンソソウウ 多草 ◎ ◎ ○ ◎ ◎

ヌ ヌヌメメリリイイググチチ キノコ ×

ヌヌルルデデ 高木 × × × × × × × × × × × × × ●

ノノ ノノイイババララ 低木 × × × ● ● × ×

ノノココンンギギクク 多草 × × ◎

ノノッッポポロロガガンンククビビソソウウ 多草 ◎

ノノビビネネチチドドリリ 多草 × ◎ △ ○ ◎ ● × ◎ ◎ ◎ ●

ノノブブキキ 多草 × × ● × ● ● ◎ × ● × ×

ノノブブドドウウ 多草 ◎ ● ● × ● ● ● ● ● ◎ ● × ○ × ● × × ● ●

ノノミミノノツツヅヅリリ ２草 ● ◎

ノノミミノノフフススママ ２草 ◎

ノノリリウウツツギギ 低木 × △ ● ● × × ○ × × ○ ● ● ●

ハハ ハハイイイイヌヌガガヤヤ 低木 × × × × × ×

ハハウウチチワワカカエエデデ 高木 × × × × × ◎ × ◎ × ×

ハハエエドドククソソウウ 多草 × ● ● × × × ◎

ハハッッカカ 多草 ×

ババッッココヤヤナナギギ 高木 △ ◎ × ×

ハハナナイイカカダダ 低木 △

ハハナナイイググチチ キノコ × × ×

ハハナナタタデデ １草 ◎ ○ ◎ ◎ ×

ハハナナニニガガナナ 多草 △ ● ◎ ○ ○ ◎ ◎

ハハララタタケケ キノコ ×

ハハリリギギリリ 高木 × × × × × × × × × × × × ×

ハハルルジジオオンン 多草 × ◎ × ◎ × ◎ × × ◎

ハハルルタタデデ １草 × ◎ ×

ハハルルニニレレ 高木 × ● × × × ● × × ● × × × ×

ハハンンゴゴンンソソウウ 多草 × × × ◎ × × × ◎

ヒヒ ヒヒトトリリシシズズカカ 多草 × × ◎ × × × × ◎ ×

ヒヒメメアアオオキキ 低木 × × × ◎

ヒヒメメオオドドリリココソソウウ ２草 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ×

ヒヒメメカカンンススゲゲ 多草 × × ● ◎

ヒヒメメジジョョオオンン ２草 ◎ × × ◎ ◎ ◎ × × ◎ ◎ × ◎ ◎ ○ ◎ ◎ × ◎ × × × ◎ ◎ ◎ ◎

ヒヒメメシシララススゲゲ 多草 ◎ ◎ ×

ヒヒメメススイイババ 多草 ◎ ◎

ヒヒメメススゲゲ 多草 ◎ ◎

ヒヒメメヘヘビビイイチチゴゴ 多草 × ◎ × ◎ ◎ × ◎ × × × ◎ × × × × × × ◎ ◎ × ○ × ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

ヒヒヨヨドドリリババナナ 多草 × △ × ◎ △ ◎ × ◎ △ × ◎

ヒヒレレハハリリソソウウ 多草 ×

フフ フフウウセセンンタタケケ キノコ ×

フフククジジュュソソウウ 多草 ● ◎ ◎
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凡例1：◎ 開花　○ つぼみ　△ 花が終了　● 実　× 確認

2021

その他木本類

五十音順

ブブタタククササ １草 × △ ● ● ● ◎ × ◎ ●

ブブタタナナ 多草 ○ ◎ × ◎

フフタタママタタママンンテテママ 1～2草 ◎

フフタタリリシシズズカカ 多草 ○ × × ◎ × × × ◎ ◎ × ○ ◎ ◎ ◎ ×

フフッッキキソソウウ 低木 ◎ ◎ × ● × ◎ ● ○ ◎ ○ ◎ × ● × ○ × ● × ◎ ● × ×

フフデデリリンンドドウウ ２草 ×

ブブナナ 高木 × × × × × × × × × ×

フフユユノノハハナナワワララビビ シダ × ● △ ● × × × ◎

へへ ベベニニイイタタヤヤ 高木 × × × × × × × × × × × × × × × × ×

ベベニニババナナイイチチヤヤククソソウウ 多草 ○

ヘヘビビイイチチゴゴ 多草 × × × × × × × × ◎ ◎ ◎ ×

ヘヘララオオオオババココ 多草 ×

ホホ ホホウウチチャャククソソウウ 多草 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ● ● ◎ ● ◎ ◎ ● ● ○ ● ● ● × ● × ◎ ● ◎ × ◎ ●

ホホオオズズキキ 多草 × ×

ホホオオノノキキ 高木 × × × × ○ × × × × × × × ◎ ◎ ● ○ △ ● × ◎ △ × ×

ホホソソババトトウウゲゲシシババ シダ ×

ホホソソババノノツツルルリリンンドドウウ 多草 ◎

ホホテテイイシシメメジジ キノコ ×

ママ ママイイヅヅルルソソウウ 多草 × ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ × ● ○ ● ● × × × ○ ◎ △ × × × ◎ ◎ △ ×

ママゴゴジジャャククシシ キノコ × ×

ママタタタタビビ つる × ● × ○ × ● ● ○ ● × × × × ● × × ● × ● ● × × ○ × ● × × ● × × ●

ママツツヨヨイイセセンンノノウウ 多草 ● △ ◎

ママムムシシググササ 多草 × ◎ ◎ ◎ ◎ × × ● ◎ × ◎ ● ● × ● ● ◎ ◎ × ● ○ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎

ママルルババヒヒレレアアザザミミ 多草 × ○ × × × × ● × × × ● △ × × ○ ◎ × × ○ ◎ ×

ミミ ミミズズ １草 × × ● ×

ミミズズキキ 高木 × × × × × × × × × × ● ◎ ◎ ● × × × × × ◎ × × ×

ミミズズタタママソソウウ 多草 ◎ ●

ミミズズナナララ 高木 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

ミミズズヒヒキキ 多草 ◎ ◎ △ × × ◎ ◎ ◎ × ◎ ◎ ◎

ミミゾゾソソババ １草 ◎ × ◎ × ◎ ◎ ○ ◎

ミミゾゾホホオオズズキキ 多草 ◎ △ ● △

ミミチチヤヤナナギギ １草 ◎ ◎

ミミツツババ 多草 × ○ × × × × × × ● × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × ×

ミミツツババウウツツギギ 低木 × × ● ● × ●

ミミツツババツツチチググリリ 多草 ○ × ◎ × ◎ △ ○

ミミツツババヒヒヨヨドドリリ 多草 ◎ ×

ミミツツババフフウウロロ 多草 × ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ミミツツモモトトソソウウ 多草 ● ◎ ◎ ◎ ◎ ● × × ◎ × ◎ ◎

ミミネネアアザザミミ 多草 ◎

ミミミミココウウモモリリ 多草 △ × × ×

ミミミミナナググササ ２草 ◎ ○ × ○ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎

ミミヤヤママイイボボタタ 低木 ×

ミミヤヤママイイララククササ 多草 × × ◎ ×

ミミヤヤママエエンンレレイイソソウウ 多草 ◎ ◎ × ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ミミヤヤママガガママズズミミ 低木 ◎ ◎

ミミヤヤママススミミレレ 多草 × ◎ × ◎ ◎ × ×

ミミヤヤママトトウウババナナ 多草 △ △ ● ● ◎ ● ● ◎ × ● ×

ミミヤヤママナナルルココユユリリ 多草 × × ○ ○ ◎ ◎

ミミヤヤママニニガガウウリリ １草 × × ◎ ● × × ● ● ● ● × ● ● ●

ミミヤヤママハハンンノノキキ 低木 × × × × × ×

ミミヤヤママママタタタタビビ つる ◎ × ◎

ミミヤヤママヤヤブブタタババココ 多草 ◎ ◎ ◎ ◎ × ◎ ◎ × ×
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凡例1：◎ 開花　○ つぼみ　△ 花が終了　● 実　× 確認

2021

その他木本類

五十音順

ムム ムムララササキキケケママンン ２草 ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ × ◎ ● × ◎ ◎ △ ◎ ◎

ムムララササキキシシキキブブ 低木 × × × × ● × × ● × × × ● ● × ● ○ ● ● × × × ● × × × × × × × ●

メメ メメドドハハギギ 多草 ● ● ● × △ ×

メメママツツヨヨイイググササ ２草 × ● ● ◎ ◎ × ◎

モモ モモミミジジガガササ 多草 × × ◎ × ◎ ● × × ◎ ●

ヤヤ ヤヤエエムムググララ ２草 × × ◎ × ◎ ○ ◎ ○ × × ● × × × × × × ● ● ● ×

ヤヤナナギギダダケケ キノコ ×

ヤヤブブジジララミミ ２草 ◎ ◎ ● ●

ヤヤブブタタババココ ２草 ● ● ○ ◎

ヤヤブブタタビビララココ ２草 × ◎

ヤヤブブニニンンジジンン 多草 × × ● ◎ ◎ ○ × ◎ × ● ◎ ◎

ヤヤブブハハギギ 多草 ● △ × ● ◎ × × ● × × ●

ヤヤブブママメメ １草 × ● △ × ● ● ● × ● ● × × ● × ◎ ◎ ●

ヤヤママウウルルシシ 低木 × × × × × ×

ヤヤママググワワ 高木 ◎ ● × × ○ × × ● × × × × ○ × × × × ● × × × ◎ ● × × × ● ◎ ● × × ×

ヤヤママニニガガナナ ２草 × × ◎ × ◎ ◎ ○ × ● ×

ヤヤママハハッッカカ 多草

ヤヤママハハハハココ 多草 ◎

ヤヤママブブドドウウ つる × × ○ △ ● ● × ● ● × ● × × × × ● × × × × ● ●

ヤヤママブブキキシショョウウママ 多草 ● ● ●

ユユ ユユキキザザササ 多草 ○ ◎ ○ ◎ × ○ ◎ ○ ○ ○ ● ● ○ ● × ●

ヨヨ ヨヨツツババヒヒヨヨドドリリ 多草 × ×

ヨヨブブススママソソウウ 多草 × × × × ● × × × × × × × × × × ● ● × × × ● × × × × × × × × ○ ◎ ● ×

ヨヨモモギギ 多草 × × × △ × × × ● × × ● ● × ● ● × × ◎ ◎ × × ● × ◎

リリ リリョョウウメメンンシシダダ シダ × × × × × × × × × ×

ルル ルルイイヨヨウウシショョウウママ 多草 ◎ ◎ ◎ ◎ × △ ◎ ○ ○ ● ● × ● ● ● ◎ ● × ◎ △

ルルイイヨヨウウボボタタンン 多草 ◎ ○ ×

レレ レレンンガガタタケケ キノコ ×

ワワ ワワララビビ シダ × × ×

多多草草 117744

１１草草 2255

２２草草 2233

１１～～２２草草 22

ササササ 11

草草本本類類計計 222255 合合計計 334411

1133

1199

11

3333そそのの他他計計

ココ　　ケケ

キキノノココ

シシ　　ダダ高高木木

低低木木

つつるる

木木本本類類計計

3388

3333

1122

8833
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凡例1：◎ 開花　○ つぼみ　△ 花が終了　● 実　× 確認

2021

その他木本類

五十音順

ムム ムムララササキキケケママンン ２草 ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ × ◎ ● × ◎ ◎ △ ◎ ◎

ムムララササキキシシキキブブ 低木 × × × × ● × × ● × × × ● ● × ● ○ ● ● × × × ● × × × × × × × ●

メメ メメドドハハギギ 多草 ● ● ● × △ ×

メメママツツヨヨイイググササ ２草 × ● ● ◎ ◎ × ◎

モモ モモミミジジガガササ 多草 × × ◎ × ◎ ● × × ◎ ●

ヤヤ ヤヤエエムムググララ ２草 × × ◎ × ◎ ○ ◎ ○ × × ● × × × × × × ● ● ● ×

ヤヤナナギギダダケケ キノコ ×

ヤヤブブジジララミミ ２草 ◎ ◎ ● ●

ヤヤブブタタババココ ２草 ● ● ○ ◎

ヤヤブブタタビビララココ ２草 × ◎

ヤヤブブニニンンジジンン 多草 × × ● ◎ ◎ ○ × ◎ × ● ◎ ◎

ヤヤブブハハギギ 多草 ● △ × ● ◎ × × ● × × ●

ヤヤブブママメメ １草 × ● △ × ● ● ● × ● ● × × ● × ◎ ◎ ●

ヤヤママウウルルシシ 低木 × × × × × ×

ヤヤママググワワ 高木 ◎ ● × × ○ × × ● × × × × ○ × × × × ● × × × ◎ ● × × × ● ◎ ● × × ×

ヤヤママニニガガナナ ２草 × × ◎ × ◎ ◎ ○ × ● ×

ヤヤママハハッッカカ 多草

ヤヤママハハハハココ 多草 ◎

ヤヤママブブドドウウ つる × × ○ △ ● ● × ● ● × ● × × × × ● × × × × ● ●

ヤヤママブブキキシショョウウママ 多草 ● ● ●

ユユ ユユキキザザササ 多草 ○ ◎ ○ ◎ × ○ ◎ ○ ○ ○ ● ● ○ ● × ●

ヨヨ ヨヨツツババヒヒヨヨドドリリ 多草 × ×

ヨヨブブススママソソウウ 多草 × × × × ● × × × × × × × × × × ● ● × × × ● × × × × × × × × ○ ◎ ● ×

ヨヨモモギギ 多草 × × × △ × × × ● × × ● ● × ● ● × × ◎ ◎ × × ● × ◎

リリ リリョョウウメメンンシシダダ シダ × × × × × × × × × ×

ルル ルルイイヨヨウウシショョウウママ 多草 ◎ ◎ ◎ ◎ × △ ◎ ○ ○ ● ● × ● ● ● ◎ ● × ◎ △

ルルイイヨヨウウボボタタンン 多草 ◎ ○ ×

レレ レレンンガガタタケケ キノコ ×

ワワ ワワララビビ シダ × × ×

多多草草 117744

１１草草 2255

２２草草 2233

１１～～２２草草 22

ササササ 11

草草本本類類計計 222255 合合計計 334411

1133

1199

11

3333そそのの他他計計

ココ　　ケケ

キキノノココ

シシ　　ダダ高高木木

低低木木

つつるる

木木本本類類計計

3388

3333

1122

8833

　　　五十音順

凡例2：

年

月 5 7 9 10 4 10 5 10 9 10 5 9 10 5 5 6 9 10

日 21 9 8 20 9 20 26 14 11 18 5 18 28 13 7 7 9 18 26 5 8 11 13 24 7 17 8 23 21 18 30 15

ア アアオオイイトトトトンンボボ 昆虫 × × ×

アアオオジジ 鳥 V V V ×

アアカカゲゲララ 鳥 V ×

アアキキアアカカネネ 昆虫 × × × ×

アアササギギママダダララ 昆虫 ×

アアズズママヒヒキキガガエエルル 両生 ×

アアママガガエエルル 両生 × × × × ×

イ イイタタドドリリハハムムシシ 昆虫 × ×

ウ ウウググイイスス 鳥 V V V V × × V × V

エ エエゾゾアアカカガガエエルル 両生 × V ×

エエゾゾシシカカ ほ乳 V ×

エエゾゾタタヌヌキキ ほ乳 × V × V

エエゾゾハハルルゼゼミミ 昆虫 V ×

エエゾゾリリスス ほ乳 ×

エエナナガガ 鳥 ×

オ オオオオタタカカ 鳥 ×

オオオオルルリリ 鳥 V V

カ カカケケスス 鳥 × V

カカタタツツムムリリ 昆虫 ×

カカッッココウウ 鳥 ×

カカメメノノココテテンントトウウ 昆虫 ×

カカワワララヒヒワワ 鳥 × ×

キ キキアアゲゲハハ 昆虫 ×

キキチチョョウウ 昆虫 × ×

キキジジババトト 鳥 × × × ×

キキツツネネ ほ乳 ×

キキビビタタキキ 鳥 V V V ×

ク ククジジャャククチチョョウウ 昆虫 V

ククママゲゲララ 鳥 V

ククロロツツググミミ 鳥 V V ×

コ ココオオロロギギ 昆虫 × ×

ココゲゲララ 鳥 ×

シ シシジジュュウウカカララ 鳥 V V × × ×

ジジョョロロウウググモモ クモ × × ×

ス ススジジググロロチチョョウウ 昆虫 ×

ススズズメメババチチ 昆虫 × × × × V V V

セ セセンンダダイイムムシシククイイ 鳥 V × ×

ツ ツツツツドドリリ 鳥 V V V ×

ツツママキキチチョョウウ 昆虫 ×

テ テテンントトウウムムシシ 昆虫 × × × ×

ト トトドドノノネネオオオオワワタタムムシシ 昆虫 ×

トトビビ 鳥 × × ×

ナ ナナミミテテンントトウウ 昆虫 ×

ノ ノノシシメメトトンンボボ 昆虫 ×

ハ ハハイイタタカカ 鳥 × V

ハハシシブブトトガガララ 鳥 V

ハハシシブブトトガガララスス 鳥 × × × ×

ハハシシボボソソカカララスス 鳥 ×

ヒ ヒヒガガララ 鳥 V ×

ヒヒヨヨドドリリ 鳥 × V V × × ×

フ フフキキババッッタタ 昆虫 V

5
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クモ網

凡例1：　× 確認      V 鳴き声・足跡

ほ乳類 鳥類 両生類 昆虫
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凡例2：

年

月 5 7 9 10 4 10 5 10 9 10 5 9 10 5 5 6 9 10

日 21 9 8 20 9 20 26 14 11 18 5 18 28 13 7 7 9 18 26 5 8 11 13 24 7 17 8 23 21 18 30 15

5

2025 20212024 2023 2022 2019
摘　　　　要

吉野山植生観察会で確認した野生動物
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5

クモ網

凡例1：　× 確認      V 鳴き声・足跡

ほ乳類 鳥類 両生類 昆虫

ヘ ベベニニシシジジミミ 昆虫 × × × ×

ベベニニタタテテハハ 昆虫 ×

ホ ホホトトトトギギスス 鳥 V × ×

マ ママダダニニ クモ × V ×

ママヒヒワワ 鳥 V

ミ ミミソソササザザイイ 鳥 V × ×

ミミドドリリヒヒョョウウモモンン 昆虫 V

ム ムムネネアアカカオオオオアアリリ 昆虫 V

モ モモンンシシロロチチョョウウ 昆虫 V × × × ×

ヤ ヤヤブブササメメ 鳥 V V ×

ヤヤママガガララ 鳥 V

ヤヤママゲゲララ 鳥 V

ル ルルリリシシジジミミ 昆虫 ×

ワ ワワカカババググモモ クモ × ×

ほ乳類 4

鳥類 30

両生類 3

昆虫 25

クモ網 3

合計 65

＜吉野山の野鳥＞

吉野山は１９25年～１９８８年にわたり冬季スポーツなどに利用され、

その後、国有林の「ふれあいの森」指定をきっかけに、地元関係者の

方々が献身的な自然再生活動を行ったことによって、自然豊かな吉

野山に至っています。

ここでは限られた観察会の時間でしたが、吉野山で見られた野鳥

を紹介しました（37～38ページ）。

２０１６年～２０２５年の春・秋の観察会で確認した野鳥は３０種でした

が、この周辺の環境状態から、さらなる数の野鳥が生息や繁殖など

されていると思います。観察途中で見られたキツツキ類・ヒヨドリ・メ

ジロなどの巣を見ると、安心して繁殖がされていると思いました。

しかし、最近の七飯や軍川の周辺で、耕作放棄地と思われる土地

にソーラーパネル設置が目立つようになりました。

再生可能エネルギー対策としては良いのですが、生物多様性の観

点からはあまり賛成できません。

吉野山の手前の土地ではダイサギやカワラヒワなどが採餌に来て

いましたが、そのような場所が年々なくなってきています。

ちなみに、北海道では４７１種（２０２１年）

が収録され、そのうち大沼では２２５種が

確認できており、道内の中では多くの野鳥

が観察されています。

大沼は豊かな森林などが保たれていると

感じますので、いつまでも維持してもらいた

いと思います。

日本野鳥の会 道南桧山

自然観察指導員 大野喜久男

‒50‒



　　　五十音順

凡例2：

年

月 5 7 9 10 4 10 5 10 9 10 5 9 10 5 5 6 9 10

日 21 9 8 20 9 20 26 14 11 18 5 18 28 13 7 7 9 18 26 5 8 11 13 24 7 17 8 23 21 18 30 15

5

2025 20212024 2023 2022 2019
摘　　　　要

吉野山植生観察会で確認した野生動物

動　物　等 5 6 10 6 9

2020 2018 2017 2016

5

クモ網

凡例1：　× 確認      V 鳴き声・足跡

ほ乳類 鳥類 両生類 昆虫

ヘ ベベニニシシジジミミ 昆虫 × × × ×

ベベニニタタテテハハ 昆虫 ×

ホ ホホトトトトギギスス 鳥 V × ×

マ ママダダニニ クモ × V ×

ママヒヒワワ 鳥 V

ミ ミミソソササザザイイ 鳥 V × ×

ミミドドリリヒヒョョウウモモンン 昆虫 V

ム ムムネネアアカカオオオオアアリリ 昆虫 V

モ モモンンシシロロチチョョウウ 昆虫 V × × × ×

ヤ ヤヤブブササメメ 鳥 V V ×

ヤヤママガガララ 鳥 V

ヤヤママゲゲララ 鳥 V

ル ルルリリシシジジミミ 昆虫 ×

ワ ワワカカババググモモ クモ × ×

ほ乳類 4

鳥類 30

両生類 3

昆虫 25

クモ網 3

合計 65

＜吉野山の野鳥＞

吉野山は１９25年～１９８８年にわたり冬季スポーツなどに利用され、

その後、国有林の「ふれあいの森」指定をきっかけに、地元関係者の

方々が献身的な自然再生活動を行ったことによって、自然豊かな吉

野山に至っています。

ここでは限られた観察会の時間でしたが、吉野山で見られた野鳥

を紹介しました（37～38ページ）。

２０１６年～２０２５年の春・秋の観察会で確認した野鳥は３０種でした

が、この周辺の環境状態から、さらなる数の野鳥が生息や繁殖など

されていると思います。観察途中で見られたキツツキ類・ヒヨドリ・メ

ジロなどの巣を見ると、安心して繁殖がされていると思いました。

しかし、最近の七飯や軍川の周辺で、耕作放棄地と思われる土地

にソーラーパネル設置が目立つようになりました。

再生可能エネルギー対策としては良いのですが、生物多様性の観

点からはあまり賛成できません。

吉野山の手前の土地ではダイサギやカワラヒワなどが採餌に来て

いましたが、そのような場所が年々なくなってきています。

ちなみに、北海道では４７１種（２０２１年）

が収録され、そのうち大沼では２２５種が

確認できており、道内の中では多くの野鳥

が観察されています。

大沼は豊かな森林などが保たれていると

感じますので、いつまでも維持してもらいた

いと思います。

日本野鳥の会 道南桧山

自然観察指導員 大野喜久男

大沼自然豊かな森づくり協議会

構成組織

１ 団体

大沼漁業協同組合

大沼の水を考える会

北方森林鳥類調査室 クマゲラ研究会

北海道国際交流センター 大沼マイルストーン２２

大沼地区連合町内会 大沼公園親和会

函館地方国有林退職者 緑の募金推進協議会

２ 個人

北海道アウトドアガイド（自然） 木村マサ子

３ 関係行政機関

渡島総合振興局 産業振興部 林務課

七飯町 農林水産課

七飯町 環境生活課

北海道森林管理局 函館事務所

北海道森林管理局 渡島森林管理署

北海道森林管理局 駒ヶ岳・大沼森林ふれあい推進センター
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あとがき ～調査に参加して～

２００４年から北海道森林管理局で、大正時代から昭和時代にドイツトウヒやカラマ
ツ・トドマツを植樹した針葉樹の森を、針広混交林に改良する「森林再生のモデル事業」
を始めたことで、「自然再生検討委員会」に参加しました。
毎年数回の現地の再生活動に参加して、移植したミズナラ・トチノキなどの苗の間で

「多種のスミレやエンレイソウ」が群落になって咲いていました。足元に季節で開花する草
花を記録していると、確認する植物によって、吉野山の環境を知る気がしました。
麓では、園芸種（カンパニュラ）やエゴマなどから畑の時代もあったかと想像しました。枯

れ木倒木跡が明るくなると、周辺の雑草畑や牧草地からなのか、帰化植物も増えていま
した。
アマガエルやアズマヒキガエルが確認されると、どこかに産卵地がないかと沢を下り、音

を立てて水が流れているのを見ました。少ない数でありながらも、植物たちが環境で棲み
分けていることも知らされました。
植生観察会は２０１５年から「森の変化を知るために」と始めて１０年が経ち、野鳥など

各専門の方々の参加もあって、今回まとめることができて感謝しております。
記録された植物は、観察するコースを毎回変えていることや、ハチが出たり、ササが深く

なり入れなくなったり、コロナ期間もあって、再度確認できないものもありますが、きっと今も
季節で咲いて、実を成らせ、種を飛ばしたり、野鳥に食べられて森に撒かれながら咲き続
けていることを想像しております。調査記録した動植物は、将来の大沼湖畔に住む人たち
に、吉野山の環境を知らせることになるはずです。
吉野山スキー場跡地は北斜面で、本州のブナ林地帯から見ると、水平分布的にも

垂直分布的にも高山に当たるため、道南の広葉樹の森になるには相当の時間がかかる
気がします。

古老が話していた「人が壊した森は、人が関わって戻
すこと」を思い出します。
私たちが関わった「吉野山モデル事業」の広葉樹林

化は細やかな面積ですが、「山の保水性を高めて森を育
て、地中に滲みた水は養分を含んで大沼湖畔に流れ出
る。水草を育て湖水に棲む多様な生物をも育て、ジュンサ
イが育つ湖水には、フナやワカサギなどを繁殖させ、今日
以上に湖畔が栄える仕組み」を伝えられたらと願っており
ます。

北海道アウトドアガイド（自然）
木 村 マ サ 子
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大沼の雪月風花
～冬の吉野山～

２０２５年１２月１９日撮影

＜歴史的に伝えたい＞

① ２０１０年５月、ロシアのコマロフ植物学研究所上級研究官のクラボフスカヤさんが、
「世界的なロシアの植物学者であるカール・ヨハン・マキシモヴィッチが１８６１年に大沼湖畔
を調査した現場を確認したい」と訪れ、その結果、１５０年前から自然の豊かさは変わらない
ことを知らされる。

② エンレイソウの種類も多く、２０００年頃、吉野山湖畔でエンレイソウの研究家の鮫島惇
一郎先生によって「ヒダカエンレイソウ」が確認される。

木村 記
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本書に掲載した「吉野山で見られる植物の紹介」について、説明は「新北海道の花」をはじめと
した各種図鑑や「ウィキペディア」などを参考にし、写真は、これまで実施した植生観察会で撮影し
たものを中心に、当協議会会員の皆さまから提供いただいたものを掲載しています。
また、「吉野山で見られる鳥類の紹介」について、説明は、「北海道 野鳥図鑑」及び「フィール

ドガイド 日本の野鳥」を参考にし、写真は、「日本野鳥の会 道南桧山」から提供いただき、撮影
場所については吉野山のほか、北海道内で撮影されたものを掲載しています。

したがって、掲載した写真等について錯誤があった場合はご容赦いただくとともに、その際は事務
局までお知らせください。
また、本書を複写・使用する場合についても事務局までご相談ください。
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